
ザ
扶
助

4
4の
新
入
重
苦
言

口
開
設
支
給
す
る
と
と
等
を
審
議

わ
拙
棋
聖
書
委
員
賞
第
一
一
曹

三
河
一
日
を
も
っ
℃
地
方
選
畿
の
一
選
ぼ
う
。
二
月
の
競
輪
の
笠
俸
は
ど
ろ
や

期
日
が
公
布
さ
れ
、
市
議
曾
の
議
一
そ
れ
が
、
日
本
を
燃
と
市
を
民
主
る
か
に
つ
い
て
相
談
し
た
。

長
と
市
長
の
選
挙
一
は
閉
山
月
二
十
一
二
一
化
し
稜
展
さ
せ
る
近
道
訟
の
で
あ
十
八
日
競
輪
場
建
設
委
員
曾

尽
に
、
燃
の
議
員
と
勝
知
事
の
選
一

5
0

一
競
輪
場
内
の
池
の
出
陣
掘
を
す
る

拳
は
四
月
三
十
日
に
行
わ
れ
る
と
一
る
本
年
第
一
一
回
川
崎
競
馬
は
、
去
一
一
一
一
一
一
一
、
九
九

O
、
一
O
O
鶴
一

一
一
一
と
と
な
決
定
、
燃
の
畜
産
品
評

民
闘
し
目
rつ
て
は
、
す
べ
て
一
地
方
公
共
同
間
体
の
議
し
れ
仁
川
ト
町
一
一
日
判
官
一
第
一
一
一
日
郎
、
八
一
一
九
、
五

O
O間
四
一
舎
も
競
輪
場
で
行
号
事
に
し
た

政
治
は
わ
れ
わ
れ
の
選
ん
だ
代
表
一
舎
の
議
員
及
長
の
選
そ
衝
い
て
花
々
し
く
開
催
さ
れ
た
一
第
閉
山
口
H

一
十
九
日
議
合

者
托
主
っ
て
行
わ
れ
る0
0
ま
り
一
一
一
提
出
さ
れ
た
議
案
次
の
通
告

わ
れ
わ
れ
は
選
一
携
を
遜
じ
て
生
旧
一
患
に
件
う
公
職
資
格
初
日
よ
り
豊
富
宅
高
、
五
一
五
回
、
四
凶
一
ニ
、
九O
O

鼠
一
報
酬
並
に
費
用
紳
俊
一
怒
先
日
そ

に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
一
極
順
調
で
、
品
削

A
T
=一
日
間
の
級
資
一
第
五
日
一

よ
い
政
治
が
行
わ
れ
る
か
否
か
、
一
審
査
の
調
査
表
提
出
上
は
、
一
億
簡
を
越
え
る
素
晴
ら
一
一
一
二
、
六
七
一
二
、
一
一

O
O閤
一
の
支
給
態
仰
の
一
部
改
一
去
最

明
る
い
生
活
を
き
や
け
る
か
、
?
と
一
一
職
員
給
用
品
川
崎
徐
例
の
一
部
改
正
案

か
は
、
す
べ
て
私
た
ち
が
私
た
ち
一
に
っ
し

r
て
し
い
成
精
一
を
一
不
し
、
後
学
の
驚
上
一
第
六
日
一
一
一
十
五
年
度
追
加
珠
算
案

一
金
を
加
え
、
六
日
間
総
費
上
二
億
一
一
一
一
五
、
八
五

O
、
九
O
O
間
四
一

K

問
問
え
ら
れ
た
議
参
楼
と
い
う
億
一
昭
和
一
一
十
六
年
四
月
執
行
の
地
方
一
一
特
別
合
計
競
馬
事
業
費
の
抽
話

路
白
日
開
川
口
体
昨
日
よ
一
公
共
臨
休
の
震
の
議
員
及
長
の
一
一
一
一
…
…

J
…
一
一
一
日

f
訪
れ
れ
一
合
一
一
一
一
男
七
五
八
、
四

0
0箇
一
柏
崎
算
案

ぐ
れ
た
代
表
者
長t
E

ろ
か
一
撃
事
う
公
総
資
格
警
の
珊
酬
に
草
す
る
然
、
馬
券
準
備
に
忙
一

i
j
i
i
j
i
i
i
i
一
事
襲
撃
に
つ
き
諮
問
答

比
で
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
変
表
提
出
期
日
は
、
主
宮
通
り
殺
さ
れ
る
一
方
、
場
内
後
焚
窓
口
一
~
一
申
に
つ
い
て

げ
日
日
時
日
間
数
訴
じ
一
郡
山
内
問
わ
れ
れ
れ
い
ド
一
諮
問
引
が
踏
切
れ
日
一
輪
…
ニ
ト
胸
、
(
零
時
職
員
給
震
例
の
一
部
改

立
山
崎
山
崎
時
前
日
制

r
M一
提
出
下
町
。
一
る
等
、
、
主
催
者
長
し
い
悲
鳴
を
一
擁
一
ヱ
ヰ
量
ず
襲
一
間
同
封
書
入
に
つ
い
て

売
す
べ
て
の
閥
民
が
主
機
者
で
一
一
あ
げ
さ
せ
た
。
…
放
題
~
一

あ
る
と
い
う
と
と
は
、
菜
室
て
提
出
期
日
一
第
四
百
足
、
日
曜
日
加
え
て
一

j

吋
1
2
(

金
)
一
論
議
の
ー
と
な
っ
た
も
の
ほ

の
上
に
き
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
一
昭
和
二
十
六
年
一
一
一
月
十
六
日
か
一
節
分
と
す
好
品
:
場
内
…
議
一
ニ
十
程
一
失
業
者
救
済
事
君
事
基

控
訴
五
日
立
ち
時
二
十
六
年
一
一
一
月
二
十
五
了
、

2
2
3

が
綾
々
と
一
~
醐

J
i
E

官
龍
一
日
日
口
一
一
日
目
三
抗

日
い
駐
日
話
料
同
町
立
一
一

1
調
査
表
必
要
の
方
は
秘
書
一
い
切
れ
れ
り
ト
ド
拡
げ
れ
一
平
ぺ
〈
土
)
一
号
枠
が
ど
う
し
て
も
と
れ
ぬ

る
o

童
を
通
じ
℃
主
警
の
自
一
ま
で
習
で
下
さ
い

o

一
し
、
さ
す
が
の
場
内
も
人
波
の
雑
一
一
平
十
支
韓
一
宮
室
潟
市
授
を
出
し
て
失

魔
を
具
体
的
に
活
か
す
と
と
が
で
一
一
二
、
調
査
吉
一
塁
五
鼠
で
あ
一
踏
に
立
す
い
の
余
地
も
な
く
、
此
一
の
ト
胸
骨

J

一
業
救
済
事
業
を
行
う
と
と
に
し

き
る
の
で
あ
る
o

一
わ
か
ち
致
し
ま
す
。
一
一
昔
一
た
そ
の
他
協
議
事
項
友
の
遜
り

一
一
の
日
一
日
の
馬
務
総
資
上
五
千
四
一
~
一

い
よ
れ
持
誌
が
一
四

γ居
表
は
二
器
提
出
下
さ
一
一

E
F

突
破
す
る
官
驚
嘆
す
一
月
一
掘
:
ー
し
官
)
一
民
間
持
け
に
つ
き
後

地
方
自
治
は
民
主
政
治
の
も
と
で
一
二
き
数
字
を
示
し
た
。
一
品
開
臨
す
品
開
問
轄
一

抑
制r
M
m読
経
諸
味
付
一
〈
秘
書
採
〉
一
別
警
第
五
日
第
六
日
呂
と
、
一
龍
一
一
瞳
醜
醐

e
p
i
-
u
日
時
議
案
を
全
部
可
決

ば
刊
誌
誤
認
一
五
常
炉
持
昨
日
報
部
号
店
主
計
十

i
j

一
お
諮
問
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
打
立
℃
る
と
と
は
容
易
で
は
一
室
の
一
番
号
足

Z

る
。
一
じ
た
が
、
を
そ
の
ま
が
昭
和
一
回

O
ま
で
非
常
時
間
山
は

E

一
く
、
全
く
天
候
霊
長
、
遂
に
一
?
?
?
?
一
主
義
か
れ
た
も
の
で
審
議

ま
が
、
日
本

2
2

と
喜
一
稲
葉
同
は
、
海
岸
線
が
一
直
線
で
一
一
一
十
一
年
農
林
吉
区
於

τ
認
め
一
(
一
一

0
2

〉
一
一O
O

余
饗
を
遜
一
六
日
間
の
綴
喜
一
一
億
二
千
四
百
一
二
月
、
ノ
義
』
証
言

4
E

一
の
内
容
は
六
議
算
、
各
議
案

の
た
め
に
そ
れ
は
ま
と
も
や
9
一
波
長
い
祭
主
と
し
て
利
用
出
一
色
、
宮
誌
の
下
に
鱗
倍
率
一
君
主

2
5

刻
さ
れ
て

f
管
室
す
る
、
川
崎
競
馬
場
一
。

E
j
j
J
3

一

民
間
…
…
一
山
町
一
一
一
同
期
間
小
川
崎
一
一
昨
出
出
一
脱
出
一
一
判
官
民
一
一
日
立
諮
問
じ
い
す
れ
時
苦
闘
し
て
記
念
式
一
龍
一
諮
問
山

昭
一
一
一
一
一
一
日
一
戸
一
一
龍
一
郡
山
中
一
諮
問
問
山
田
一
諮
問
山
知
一
一
一
一
…
…
…
…
一
一
一
一
じ
一
一
一
一
九
一
一
一
一
一
時
間
一
千
一
一
一
一
一
一
一
と
と
に
決
定

れ
わ
れ
の
佼
む
郷
土
を
豊
か
に
す
一
宇
\
赤
被
害
も
大
言
と
た
一
繭
一
空
手
議
工
授
五
八
、
六
五
一
す
。
一
通

B

で
あ
る
。
一
本
的
な
と
と
を
寝
袋
誠
一
サ
六
日
建
設
委
員
合

均
一
一
ト
融
制
制
一
一
問
時
十
日

γ一
一
戸
一
一
都
知
尚
一
引
制
限
一
一
品
一

ω
f
m
m
知
一
一
鉱
山
い
一
一
川
市
一
抑
制
問
ぷ

A
M
Uれ
鳴
叫
ん
じ
附
一
由
民
上
金
一
十
一
一
回
目
財
政
委
員
品
開
一
堂
し
つ
つ
あ
る
立
校
の
絞

っ
て
は
障
問
室
、
賀
川
芝
、
治
ど
か
し
…
吋
て
は
市
の
霊
未
満
震
の
隆
盛
?
と
一
そ
の
規
模
は
始
期
間
自
主
さ
一
五
五
米
一
業
の
紙
芝
必
要
な
設
備
を
整
え
一
第
一
日
返
加
品
採
算
に
そ
亨
る
も
の
に
一
況
の
一
説
明
と
中
間
金
の
支
掛
川
い

友
ど
の
不
廷
に
ま
け
や
、
自
分
の
一
な
っ
て
す
相
撲
河
口
改
修
と
築
一
号
八

O

米
と
の
喜
二
、
九
五
一
相
撲
河
口
の
改
修
主
現
し
て
航
一
一
一
一
一
一
一
、
九
七

O
、
つ
い
て
喜
一

κ

っ
勾
裂
が
あ
っ
た
。

刺
判
獣
に
よ
っ
て
さ
淑
た
代
表
者
を
一
治
@
要
唱
者
な
る
も
の
が
あ
り
ま
一

O

坪
水
深
干
潮
面
下
一
、
基
本
で
一
路
を
作
り
以
て
水
京
畿
地
の
後
一
波
一
第
二
日
十
七
日
民
一
厚
生
委
員
曾
一
〔
ぜ

ロ 282 ロ 283
厚生課 盛護謀、受付

枚入役室
く夜間、日韓基局〉

ロ 277 口 849
衛生課 庶務深v議官事務局

選挙管種委賃金事務局
798 口799(夜間F叫
謀。競輪場

ロ 281
曾計課
教育課

( 1 

毎 月一間後

革委 行 月fi

卒塚市役所
平塚市卒塚新穏 1，195 番地

電話 849容

印脱所 IJ、林 ~p 揮店街電話359番

'一司T

霊童

号車

表
、一決

定

翼書

宿

懸
知
事
も

懸

議事

曾

議議
罷罷
員員

れ

る

市

議

m 

愈

竣

工

tJ 

つ

わ
九

を
期
す
る
次
第
で
あ
れν
ま
す
。
一
め
て
御
多
忙
の
事
と
存
じ
ま
す

春
光
掘
削
く
糊
胞
か
に
水
浪
む
季
飾
乙
一
が
、
寸
般
を
符
℃
是
非
一
度
御
間
腕

友
り
ま
し
た
。
品R
様
に
は
日
出
掛
滋
一
察
下
さ
る
緩
御
願
ひ
市
上
ま
す
。

の

i 事

女子
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